
   

 

   

 

1 

えびいもの広報に関する企画書 
 

2024 年 7 ⽉ 17 ⽇ 

Shrimp POTATO 社 

 

1) Shrimp POTATO について 

同志社⼥⼦⼤学 学芸学部 メディア創造学科 2 年のチーム Shrimp POTATO です。 
「プロジェクトプランニング演習」という授業で、京⽥辺市の地域活性化を⽬的と
した活動を⾏っています。私たちのチームでは、京⽥辺が誇る特産物のえびいもに
着⽬し、このプロジェクトを企画しました。⽬標は、えびいもをもっと多くの⼈に
知ってもらうことです。この⽬標の達成のために、広報活動を展開していきたいと
考えております。 
 
●経営理念 

「知らないを知っている」に変えられるえびいもの魅⼒を発信する 

そもそも知らないものというのは情報すら⼊ってこないため、知らないということ
にも気づけません。えびいものことを知らない⼈にえびいものことを知ってもらい、
認知度を上げることを⽬標としています。 

 

2) どうしてえびいもなのか 

関東出⾝の社員が進学を機に京都で⽣活する中で、えびいもの存在を知りました。
京都や関⻄では⼀般的なものかと思いましたが、他の社員 4 ⼈の誰も知らなかった
ため、えびいもは京野菜としてのブランド⼒があり京⽥辺の名産品である⼀⽅で、
多くの⼈に知られていないことに気づきました。もしそれが事実であるのならこの
現状を変えたいと考えたことがきっかけです。 
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3) えびいもの現状と活動⽬標 

これまでの活動 
• えびいも認知アンケートを学科内で実施 
• 京⽥辺市の農政課の課⻑様にえびいもについてのお話を伺う。 
 
 

私たちの考えるえびいもの現状 
メディア創造学科の学⽣を対象とした以下についてのアンケートを⾏いました。 
 

アンケートの質問内容・結果（単位：⼈） 

１. 何回⽣か？           （1 回⽣ 26 2 回⽣ 40 3 回⽣ 11 4 回⽣ 
14） 

２. 出⾝地はどこか？                        (近畿 66 中部 4 中国 9  
                                  四国 8 九州・沖縄 3 その他０) 
３. 近畿地⽅の⽅は何県出⾝か  （京都 17   ⼤阪 28 滋賀 3 兵庫 6  

                    三重 0 奈良 10 和歌⼭ 2） 
４. えびいもを知っているか    （はい ９ 名前だけ知っている 12 いいえ 

70） 
５. 知っていた場合どのような料理で⾷べたことがあるか (煮物・おせち・給⾷) 
６. いつ頃からえびいもを知っているか （最近 12 幼少期から 9） 
 
アンケートの結果、91 ⼈中 70 ⼈がえびいもを知らないということが分かりまし
た。（近畿地⽅出⾝者は京都府 7 ⼈含め 17 ⼈） 
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また、2006 年のデータではありますが、農業総合研究所の『京の伝統野菜「えび
いも」の地産地消の推進』では、 

需要拡⼤を図るために料理店側のニーズを汲み上げる仕組みがなく、利⽤する
側(料理店)に対しても伝統野菜の来歴や特性、産地の状況等を理解してもらう
ための情報が⼗分に伝わっていない現状が⾒受けられる。そこで、産地として
インターネットなど受発信機能の強化により、こうした情報の共有化を図るこ
とも必要である。(1) 

という記述があります。ここからもえびいもについての魅⼒、情報の発信を⾏う広
報活動が必要ではないかと考えています。 

 

4) 具体的な企画内容（仮） 

具体的な農業に関する情報を SNS で発信するだけでなく、えびいもにまず興味を
持ってもらえるような取り組みを考えています。 
・ SNS（ Instagram, X(旧 Twitter)）でえびいもについての情報や Shrimp 

POTATO の活動内容の発信を⾏う。 
・ ＃(ハッシュタグ)で⾝の周りにあるえびいもっぽい形のものを投稿、えびい

もを写真のどこかに写して探してもらうなどしてえびいもの存在を⾝直に感
じてもらう。 

・ えびいもの⾖知識などをのせたリーフレットを制作し配布（配布地は未定） 
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・ えびいもを積み上げるオンラインゲームを制作し、ゲーム終了後えびいもに
ついての情報や⾖知識を載せる。→ゲームを楽しみながらえびいもについて
知ってもらう。 

・ えびいもを中⼼としたカードゲームを制作しデータ配布を⾏う→⼦どもたち
に遊んでもらい、えびいもに親しみを持ってもらう。 

 

5) 今後のスケジュール 

・⽣産者の⽅々への取材をブログなどにまとめる 
・⽬的を達成するため、具体的なプロジェクトの活動計画を⽴てる 
 

今後の⽉別活動予定 
7⽉ 17⽇ 1 回⽬の取材 

8⽉ （夏休み） 

9⽉ 収穫/（夏休み） 

10⽉ 初売り/リーフレット作成 

11⽉ リーフレット作成 

12⽉ ユースエンタープライズにて活動の発表 

1⽉ プロジェクト発表 
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